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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第20期

第１四半期
累計期間

第21期
第１四半期
累計期間

第20期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年６月30日

自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

営業収益 (千円) 1,008,628 1,096,596 4,130,357

経常利益 (千円) 66,980 95,215 587,704

四半期(当期)純利益 (千円) 42,796 62,137 400,809

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 680,942 680,942 680,942

発行済株式総数 (株) 17,976,600 17,976,600 17,976,600

純資産額 (千円) 1,392,243 1,757,302 1,749,074

総資産額 (千円) 6,995,144 8,324,824 8,066,168

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 2.38 3.46 22.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 19.8 21.0 21.6
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等については記

載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績等の状況の概要

当第１四半期会計期間における当社の財政状態及び経営成績（以下、「経営成績等」という。）の状況の概要は

次のとおりであります。

　・財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウィルス感染症による社会経済活動の制限が緩和さ

れ、正常化に向かう中、為替相場における急激な円安やウクライナ情勢を背景とした資源価格の高騰等により、先

行き不透明な状況が続いております。

賃貸住宅市場におきましては、令和４年６月の新設住宅着工戸数が前年同月比2.2%減、２ヶ月連続の減少となる

中、貸家着工戸数は前年同月比1.6%増、16ヶ月連続の増加となりました。（国土交通省総合政策局建設経済統計調

査室発表：建築着工統計調査報告　令和４年６月分）

このような事業環境のもと、当社は、営業面では新規及び再稼働加盟店の積極的開拓や新商品・付帯商品の導

入、拡販等に取り組むとともに、新たなクレジットカード会社との業務提携及び新商品の開発に取り組んでまいり

ました。

債権管理面ではカウンセリング、コールセンター、法務といった業務フローに応じた債権管理体制に組織改編を

実施し、ステータス別の債権管理体制の明確化に取り組んでまいりました。また、従来のWEB申込、API連携、電子

契約等の各種WEBサービスの拡充に加えて、お客様の利便性向上を目指しアプリの開発に取り組んでまいりました。

 
この結果、当事業年度の財政状態及び経営成績は、以下のとおりとなりました。

 
(a)財政状態

当第１四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ258,655千円増加の8,324,824千円となりました。

当第１四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べ250,426千円増加の6,567,521千円となりました。

当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べ8,228千円増加の1,757,302千円となりました。

 
(b)経営成績

当第１四半期累計期間の経営成績は、営業収益1,096,596千円（前年同期比8.7％増）となりました。また、利益

につきましては、営業利益68,159千円（前年同期比52.4％増）、経常利益95,215千円（前年同期比42.2％増）、税

引前四半期純利益95,215千円（前年同期比42.2％増）、四半期純利益62,137千円（前年同期比45.2％増）となりま

した。

 
当社の事業セグメントは、家賃債務保証事業の単一セグメントでありますので、セグメント別の記載を省略して

おります。
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(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は以下のとおりであります。

　① 重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について、重要な変更はありません。

 
　② 当第１四半期会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

(a)財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期会計期間末における資産につきましては、前事業年度末に比べ258,655千円増加の8,324,824千円

（前事業年度末比3.2％増）となりました。増加の主な要因は、自社保証の拡大等により収納代行立替金が455,190

千円増加したこと等によるもののほか、季節的変動等により営業未収入金が192,461千円減少したこと等によるもの

であります。

 

 （負債）

　負債につきましては、前事業年度末に比べ250,426千円増加の6,567,521千円（前事業年度末比4.0％増）となりま

した。増加の主な要因は、収納代行預り金が315,988千円増加したこと及び契約負債が97,616千円増加したことのほ

か、営業未払金が102,408千円減少したこと及び未払法人税等が41,306千円減少したこと等によるものであります。

 

 （純資産）

　純資産につきましては、前事業年度末に比べ8,228千円増加の1,757,302千円（前事業年度末比0.5％増）となりま

した。増加の主な要因は、四半期純利益62,137千円を計上したこと等によるもののほか、剰余金の配当53,929千円

等によるものであります。

 
(b)経営成績の分析

（営業収益）

当第１四半期累計期間における営業収益は、保証債務残高及び新規保証実行件数が伸びた結果、1,096,596千円

（前年同期比8.7％増）となりました。

 
（営業利益）

当第１四半期累計期間における営業費用は、1,028,436千円(前年同期比6.7％増)となりました。営業活動により

加盟店へ支払う集金代行手数料が増加したため支払手数料が33,349千円増加(前年同期比9.6％増)したこと及び貸倒

引当金繰入額が40,069千円減少(前年同期比24.8％減)したこと及び給与手当が15,705千円増加(前年同期比14.2％

増)したこと等によります。その結果、営業利益は68,159千円(前年同期比52.4％増)となりました。

 
（経常利益）

当第１四半期累計期間における営業外収益は、償却債権取立益が4,961千円減少(前年同期比37.0％減)したこと及

び助成金収入が8,923千円減少（前年同期比81.7%減）したこと等により、合計で31,218千円（前年同期比28.8％

減）となりました。営業外費用は、支払利息が1,007千円増加（前年同期比36.7％増）したこと及び前年同期は市場

変更費用が18,836千円発生していたこと等により、合計で4,162千円（前年同期比80.7％減）となりました。その結

果、経常利益は95,215千円(前年同期比42.2％増)となりました。

 
（税引前四半期純利益）

当第１四半期累計期間における特別損益は、前期および当期とも該当金額がありませんでした。その結果、税引

前四半期純利益は95,215千円(前年同期比42.2％増)となりました。

 
（四半期純利益）

当第１四半期累計期間においては、法人税、住民税及び事業税47,985千円(前年同期比23.7％増)を計上し、法人

税等調整額△14,907千円（前年同期は△14,602千円）を計上した結果、四半期純利益は62,137千円(前年同期比

45.2％増)となりました。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題
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当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要な変更はあり

ません。

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
（5）従業員数

　業容の拡大に伴い、当第１四半期会計期間末の従業員数は、前事業年度末に比べて21名増加しております。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 63,288,000

計 63,288,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,976,600 17,976,600
東京証券取引所

（スタンダード市場）
単元株式数は100株でありま
す。

計 17,976,600 17,976,600 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、2022年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　 2022年４月１日～
　 2022年６月30日

― 17,976,600 ― 680,942 ― 435,942
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿により記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2022年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 100
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

179,741 ―
17,974,100

単元未満株式
普通株式

― ―
2,400

発行済株式総数 17,976,600 ― ―

総株主の議決権 ― 179,741 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式12株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

 2022年３月31日現在　

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

(自己保有株式)

あんしん保証株式会社

東京都品川区東品川四丁目

12番４号
100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0
 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2022年４月１日から2022年６月

30日まで)及び第１四半期累計期間(2022年４月１日から2022年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、ひびき

監査法人による四半期レビューを受けております。

 
３ 四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          前事業年度
(2022年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 1,281,013 1,321,017
  営業未収入金 528,894 336,432
  求償債権 1,361,328 1,324,306
  収納代行立替金 4,235,932 4,691,123
  前払費用 35,978 25,979
  その他 23,510 20,514
  貸倒引当金 △592,313 △579,200
  流動資産合計 6,874,343 7,140,173
 固定資産   
  有形固定資産 50,091 48,846
  無形固定資産 193,995 178,933
  投資その他の資産   
   繰延税金資産 865,702 880,600
   その他 82,036 76,270
   投資その他の資産合計 947,738 956,870
  固定資産合計 1,191,824 1,184,650
 資産合計 8,066,168 8,324,824
負債の部   
 流動負債   
  短期借入金 350,000 350,000
  営業未払金 272,320 169,911
  未払金 71,845 50,992
  未払費用 26,508 33,918
  未払法人税等 95,495 54,189
  収納代行預り金 2,741,739 3,057,728
  預り金 11,300 32,068
  契約負債 2,558,911 2,656,527
  賞与引当金 74,935 41,048
  保証履行引当金 ※1  76,827 ※1  81,319

  その他 31,811 34,416
  流動負債合計 6,311,694 6,562,121
 固定負債   
  その他 5,400 5,400
  固定負債合計 5,400 5,400
 負債合計 6,317,094 6,567,521
純資産の部   
 株主資本   
  資本金 680,942 680,942
  資本剰余金 435,942 435,942
  利益剰余金 626,696 634,905
  自己株式 △33 △33
  株主資本合計 1,743,548 1,751,757
 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 86 106
  評価・換算差額等合計 86 106
 新株予約権 5,439 5,439
 純資産合計 1,749,074 1,757,302
負債純資産合計 8,066,168 8,324,824
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

営業収益 1,008,628 1,096,596

営業費用 963,908 1,028,436

営業利益 44,719 68,159

営業外収益   

 受取利息 ― 0

 受取配当金 8 6

 受取遅延損害金 19,295 20,315

 償却債権取立益 13,425 8,464

 助成金収入 10,922 1,999

 その他 207 433

 営業外収益合計 43,859 31,218

営業外費用   

 支払利息 2,745 3,752

 市場変更費用 18,836 ―

 その他 16 410

 営業外費用合計 21,598 4,162

経常利益 66,980 95,215

税引前四半期純利益 66,980 95,215

法人税、住民税及び事業税 38,787 47,985

法人税等調整額 △14,602 △14,907

法人税等合計 24,184 33,077

四半期純利益 42,796 62,137
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【注記事項】

(追加情報)

当第１四半期累計期間
(自　2022年４月１日 至 2022年６月30日)

（新型コロナウイルスの影響）

前事業年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症に関する仮定につ

いて重要な変更はありません。

 
 

 

(四半期貸借対照表関係)

偶発債務

※1　保証債務残高は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

債務保証額(月額)　（注）1 15,118,214千円 15,677,951千円

再保証額　　　　　（注）2 568,054千円 621,540千円

保証履行引当金 △76,827千円 △81,319千円

差引額 15,609,441千円 16,218,171千円
 

　　（注）1 賃借人の支払家賃等に対し債務保証を行っております。

2 ライフカード株式会社による債務保証（賃借人の一定期間の未収家賃等に対するもの）について再保証

を行っております。

 

(四半期損益計算書関係)

　営業収益の季節的変動

前第１四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

当社では、入居者（賃借人）に対する家賃債務の保証による初回保証料及び更新保証料が第４四半期会計期間に集

中するため、第４四半期会計期間の営業収益が他の四半期会計期間の営業収益と比較して多くなる傾向があります。

このため、事業年度の営業収益に占める第１四半期累計期間の営業収益は相対的に少なくなっております。

 
当第１四半期累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

該当事項はありません。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

減価償却費 22,390千円 22,906千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総

額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月18日
定時株主総会

普通株式 53,929 3.00 2021年３月31日 2021年６月21日 利益剰余金
 

(注)１株当たり配当額には特別配当1.00円が含まれております。

 
２  基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 
当第１四半期累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総

額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月17日
定時株主総会

普通株式 53,929 3.00 2022年３月31日 2022年６月20日 利益剰余金
 

 
２  基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

当社は、家賃債務の保証事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第１四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

当社は、家賃債務の保証事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間（自2021年４月１日　至　2021年６月30日）

 (単位：千円)

 営業収益

初回保証料 443,985

更新保証料 255,859

月額保証料 301,294

その他 7,489

顧客との契約から生じる収益 1,008,628

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 1,008,628
 

 
当第１四半期累計期間（自2022年４月１日　至　2022年６月30日）

 (単位：千円)

 営業収益

初回保証料 457,715

更新保証料 305,090

月額保証料 327,091

その他 6,698

顧客との契約から生じる収益 1,096,596

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 1,096,596
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 2円38銭 3円46銭

(算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 42,796 62,137

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 42,796 62,137

 普通株式の期中平均株式数(株) 17,976,488 17,976,488

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 
(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年８月９日

あんしん保証株式会社

取締役会 御中

　ひ　び　き　監　査　法　人
 

東京事務所

代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 岡田　博憲  
 

　

業務執行社員  公認会計士 椙山　嘉洋  
 

　

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているあんしん保証株

式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの第21期事業年度の第１四半期会計期間（2022年４月１日から2022年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、あんしん保証株式会社の2022年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論
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付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以 上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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